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（注1）　実測値に基づくPEC、及びPEC/PNEC比の上段は公共用水域（淡水）、下段は公共用水域（海水）

（注2）　○：現時点では作業は必要ない、▲：情報収集に努める必要、■：詳細な評価を行う候補、×：現時点では生態リスクの判定はできない

（注3）　生態リスク評価分科会において関連情報を総合的に勘案した判定を示した

（注4）　再評価物質については、過去において第何次のとりまとめで公表したかを示した

（注5）　PECを設定できなかった物質：公共用水域・水質の濃度が大幅に増加している可能性が低い点を考慮した

（注6）　PRTRデータを用いた濃度予測結果を考慮した

（注7）　限度試験結果又は限度試験相当の試験結果のためPNECを設定しなかった物質：得られた有害性情報を考慮した

（注8）　過去の実測データを考慮した
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